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論 文 内 容 の 要 旨 















  また、添加塩によって PDMAPS の溶解性が著しく増加することがこれまでに報告されていたが、その溶解性を
増加させる原因が、PDMAPS に対して添加アニオンが吸着するためであることを明らかにした。さらには、
PDMAPS 添加塩水溶液が、一般的な高分子電解質水溶液と類似した誘電緩和挙動を示すことを見出した。 
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４) およそ 32℃に LCST を有する N-isopropylacrylamide（PNIPAm）水溶液の誘電緩和測定をさまざまな温度範囲
で行った。LCST において、PNIPAm 側鎖に水和する 11 個の水分子が転移的に脱水和することを明らかにした。
また、PNIAPm に水和する水分子は、純水に比べて大きな回転緩和時間と誘電率を有することを見出した。 
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